
  

 

 

 

   子どもの発達障害の理解と支援 

 

近年、注目されている子どもの発達障害。ちょっとしたことでパニックを起こす、友だちの輪

に入れないなど、成長するにしたがって、学習面や行動面でのつまずきが次第に現れてきます。 

また、外見からは障害の存在が見えにくいため、不適切な対応が引き金となっていじめにあっ

たり、不登校や非行といった二次的な問題を抱えてしまうことも多くあります。 

この講座では、障害を正しく理解し、必要な援助の方法を学ぶことで、彼らが生まれながらに

授かっている可能性や個性を引き出す手がかりを探ると共に、混乱している家族をも含めたおた

すけへ、いかに繋げていくかを考えます。 

 

期  日：立教 181(平成 30)年１月 27 日（土） 

会  場：おやさとやかた南右第２棟３階 
 

      日  程：裏面参照 

対  象：ようぼく 

定  員：60 名 

受講御供：1,000 円 

携 行 品：筆記具 

締 切 日：１月 15 日（月） 

 

 

 

  



 

日程表 

8:30 
 

13:10 
 

受付 
 

9:00 
 講義③「障害を持つ子らと共に」 

開講・オリエンテーション 
 

北村  浩  氏 

北村 鹿乃 氏 9:15 
 

  
14:10 

 「ひのきしんとは」 
休憩 

 井上 隆文 氏 
14:25 

9:35 
（ひのきしんスクール運営委員）  

休憩 
 質疑応答 

9:40 
 【回答者】  大屋 彰利 氏 

  （登壇順）  金山 佐喜子 氏 

 講義①「発達障害とは」  北村  浩  氏 

 
大屋 彰利 氏 

 北村 鹿乃 氏 

11:00 
 【司 会】  飯降 多鶴 氏 

休憩 15:30 

（ひのきしんスクール運営委員） 

 

11:10 

 

閉講 

  

講義② 

 

 「乳幼児健診の現場から」 

 
金山 佐喜子 氏 

12:10 

昼食（本部食堂） 
  

 
講師紹介（登壇順） 

 

大屋
お お や

 彰利
あきとし

 氏 

児童精神科医、横浜市東部地域療育センター所長。2008 年東海大学医学部 

専門診療学系精神科学講師。専門は児童精神科学。幼児期の発達障害児の 

療育と治療に従事し、家族相談や療育援助などにも取り組んでいる。 

金山
かなやま

 佐喜子
さ き こ

 氏 

高知市乳幼児健診心理相談員、高知大学非常勤講師。臨床心理士。保育士。 

淀
よど

分教会教人。幼児教育・保育、発達心理学等を専攻し、主に子育て支援 

の領域での心理相談に従事している。一児の母。 

北村
きたむら

  浩
ひろし

  氏 

北村
きたむら

 鹿
しか

乃
の

 氏 

芦
あし

姫
ひめ

分教会長夫妻。専門里親を経てファミリーホーム「子鹿の里」を開設。 

里親歴 15年。発達障害などで生きづらさを抱える子など 6人（8～15歳） 

の里子を養育している。 

  


